
 

 

 

 

 

  疑似集中法ではない極点測定のｒａｎｄｏｍデータ修正 
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概要 

   ｒａｎｄｏｍ曲線に凸凹があるとｄｅｆｏｃｕｓ補正による疑似繊維配向が出現するため、凸凹の修正

が必要になる。 

   Ｓｃｈｕｌｚの反射法のような疑似集中法では、ｒａｎｄｏｍ曲線はＴｅｎｃｋｈｏｆｆ理論式に合うが 

   Ｓｃｈｕｌｚの反射法とは異なる光学系では、理論式が不明なため、修正が難しい。 

   Ｓｃｈｕｌｚの反射法の凸凹修正とＳｃｈｕｌｚの反射法と異なる光学系の凸凹修正とを説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｓｃｈｕｌｚの反射法データ 

  

凸凹があっても理論式にＦｉｔｔｉｎｇ 

 

 

 理論式にＦｉｔｔｉｎｇし、ファイル作成出来る。 



Ｓｃｈｕｌｚ以外の場合（且つ粒径が粗い） 

  

変換モードを InputAveに変更し、入力データを編集し、多項式で近似 

   

 

 多項式近似結果からファイル作成 

 



入力データと修正データ比較 

修正前データ GPPoleDisplayで表示 

   

 修正後 GPPoleDisplayで表示 

 

   

 最大密度の違いは、修正前は粒径が粗いデータのため 

 平均値を１．０に規格化すると、入力データは粒径の粗い部分が目立つ 

 


